
利益ある成長と環境負荷低減を実現 化粧品事業のSCM構造改革で
在庫圧縮と廃棄削減を達成

熱をかけずに金属部品の洗浄から防錆までを
一剤で完結

暑熱リスクへの対応を通じて、
生活者の快適性と就労現場の安全に貢献

サイエンスに基づく継続的な改良が、
日常のQOL向上と環境負荷低減を両立

花王独自の界面活性剤Bio IOS®が
製品の高機能化と低環境負荷を両立​

ESGハイライト
ESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」のもとで取り組む、
事業活動を通じた経済価値と環境・社会価値の創出
の成果をご紹介します。

2.6倍
容量単価

Bio IOS® 搭載の
「アタックZERO」と

基幹品との比較

--37%
CO2排出量削減

「アタックZERO」における
Bio IOS®配合前後の

製品処方比較

++180%
EVA成長率

2022年（ROIC導入）比

--29%
スコープ1+2 

CO2排出量削減率
（2022年比）

--22%
製品廃棄削減率

（前年比、原材料を除く）

--18%
製品在庫削減率

（前年比）

++15%
金属部品用洗浄剤を含む​
金属分野の売上増加率

（前年比）​

--73%
CO2削減率

（洗浄機1台当たり）​

1,500万個
ビオレ冷タオル

累計出荷数
（2020年1月～2025年12月）

--6℃
空調服併用時の

肌温度低下
（約30分間持続）※1

1億本突破
累計出荷数※2

--63%
CO2排出量削減

（フレッシュパウチつけかえ
容器の内容量あたり、
ラミネートチューブ

70g比）

※1 花王調べ、30℃の屋外で使用した場合（日なた・日陰の休憩含む）
※2 花王調べ チューブタイプ (数量限定の香り・クールタイプ・大容量を含む) を合算。海外向けの輸出品、 および現地生産品も含む (2011年1月～2023年10月)
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++180%
EVA成長率

2022年（ROIC導入年）比

--13%
包装容器への化石由来の 

プラスチック使用量 
削減率

（2022年比）

--12%
製品ライフサイクル全体

CO2排出量削減率
（2022年比）

--29%
スコープ1+2

CO2排出量削減率
（2022年比）

Sustainable Innovation is  
our Growth Engine
利益ある成長と環境負荷低減を実現
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Sustainable Innovation is our Growth Engine
利益ある成長と環境負荷低減を実現

花王は、気候変動やプラスチック問題への対応を、持続的な成長を支える経営の中核課題と位置付けています。ESG戦略のもと、「よきモノづくり」を通じて、収益性向上と環境負荷低減
を進めています。2025年は、EVAが2022年比+180%と拡大する一方、CO2排出量や化石由来のプラスチック使用量の削減を推進しました。

50 2022

100
100

150

200

250

300

2023 2024 2025（年度）

（％※1）

2025年の経済価値（EVA）はROIC導入を開始した2022年比で約180%増加
となり、資本コストを上回る価値創出が拡大

節水効果をはじめとする環境性能に配慮した製品※4の売上高は前年比で約16%
増加

再生可能電力の活用拡大などにより、スコープ1＋2 CO2排出量を約29%削減
（2022年比）

原材料調達段階および製品使用段階におけるCO2排出量を削減することで、製品
ライフサイクル全体のCO2排出量を約12%削減（2022年比）

容器のプラスチック使用量を削減した「未来にecoペコボトル」や再生プラスチッ
ク活用の拡大により、包装容器への化石由来のプラスチック使用量を約13%削減

（2022年比）

 経済価値

 環境・
社会価値

※1 2022年（ROIC導入年）＝100とした指数
※2 集計対象拠点:花王グループの全拠点、日本の営業車含む。集計対象ガス：京都議定書に定める7ガス (日本以外の拠点はCO2のみ）
※3 事業場から排出される温室効果ガス排出量および包装容器への化石由来のプラスチック使用量：2022年度を100とした指数
※4 �花王のESG戦略のコミットメントのひとつである 「よりすこやかな地球のために」のコミットメン トで適用している、環境に関する適

合要件を満たした製品

--29%※2,3

スコープ1+2 
CO2排出量削減率

（2022年比）

--13%※3

包装容器への化石由来の
プラスチック使用量 

削減率
（2022年比）

++180%
EVA成長率

2022年（ROIC導入）比

詳細なデータは P143  脱炭素および、 P161  ごみゼロ、P315  中長期目標解説も参照ください
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--22%
製品廃棄削減率
（前年比、原材料を除く）

--18%
製品在庫削減率

（前年比）

製品在庫
削減

物流費用
削減

製品廃棄
削減

欠品抑制

Less Inventory. Less 
Waste. Better Growth.
化粧品事業のSCM構造改革で在庫圧縮と廃棄削減を達成
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Less Inventory. Less Waste. Better Growth.
化粧品事業のSCM構造改革で在庫圧縮と廃棄削減を達成

化粧品事業は、嗜好の多様化に伴うSKU(Stock Keeping Unit)数の増加や需要変動により、過剰在庫や製品廃棄、資本効率低下が課題となってきました。花王は、在庫の一部を製
品から材料段階へシフトする材料ストックセンターの導入（日本）や、中国における在庫一体運営体制の構築を通じて、「つくりすぎない」仕組みづくりを進めています。2025年は、需要
変動への対応力を強化し、製品在庫および製品廃棄の削減と棚卸資産の圧縮を行いました。

 環境・
社会価値 経済価値

過剰在庫に起因する製品の廃棄を削減し、原材料・
包装資材・製造エネルギーのロスを低減

在庫の材料段階への置き換えにより過剰生産を抑制。必要なときに
必要な量だけ製品化する体制を構築し、資源利用を効率化

東日本エリアにて材料サプライヤーと生産拠点間の物流網を集約し
て一元管理し、輸送回数の削減とホワイト物流の推進を通じてサプ
ライチェーンのCO2排出を抑制

--22% 製品廃棄削減率
（前年比、原材料を除く）

棚卸資産を削減し、資本効率を改善。化粧品事業の
EVA改善は花王グループ全体のEVA向上に寄与

需要変動への対応力強化により、製品廃棄と市場欠品を構造的に抑
制。在庫を削減しながら販売機会の損失を抑止し、収益の質向上と
売上成長を両立

化粧品ストックセンター導入および在庫一体運営体制による効果

製品在庫削減 物流費用削減 製品廃棄削減 欠品抑制

--18% 製品在庫削減率
（前年比）
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High-Performance Cleaning 
Without Heat
熱をかけずに金属部品の洗浄から防錆までを一剤で完結

++15%
金属部品用洗浄剤を含む​
金属分野の売上増加率

（前年比）​

--73%
CO2削減率

（洗浄機1台当たり）​
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High-Performance Cleaning Without Heat
熱をかけずに金属部品の洗浄から防錆までを一剤で完結

より詳細は金属部品用防錆洗浄「ステイブライト」もご参照ください
https://chemical.kao.com/jp/metals/staybright/

 環境・
社会価値

 経済価値
金属部品用洗浄剤を含む金属分野の売上増加率は前年比15%

常温洗浄・防錆一体型の「ステイブライト」は、洗浄工程短縮・省
エネ・梱包資材削減・防錆を一剤で実現する高機能製品として、高
付加価値領域での採用を拡大

顧客の製造現場において、「ステイブライト」を洗浄機150台規模
に適用。自動車部品を起点に航空機・船舶・製造設備向けへと展
開領域を拡大

梱包の簡略化

常温洗浄により、洗浄工程の加熱に伴うCO2排出量を90%以上
削減

加熱・乾燥・防錆処理の不要化を実現したことにより、洗浄機1台

当たり年間約73%のCO2排出削減

加熱不要のため、洗浄液の蒸発を抑え長寿命化。洗浄液の交換頻度・
補充水量の低減により、水使用量を3分の1以下に抑制し排水処理負荷
も軽減

防錆油・梱包材・乾燥剤が不要となり、廃棄物削減と省資源化に
貢献

防錆のための個別包装 ステイブライトでの洗浄後の梱包

金属部品の洗浄工程では、汚れ落ちの向上のため洗浄液を加熱し、乾燥速度を上げ、錆を発生させないように、乾燥に熱風を使用します。
そのため、多くのエネルギーを消費し、防錆油や梱包材も廃棄物の一因となっています。花王は界面制御技術を活かし、常温で洗浄から防錆までを一剤で完結する「ステイブライト」を
開発しました。2025年は、顧客の製造現場における導入拡大を通じて、顧客の製造コスト削減と環境負荷低減の両立に貢献しました。
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1,500万個
ビオレ冷タオル累計出荷数

(2020年1月～2025年12月)

17億円※1

2025年売上高

過去最高

--6℃※2

空調服併用時の肌温度低下
（約30分間持続）

※ 1 インテージSRI＋　「制汗防臭剤+冷却グッズ」市場 2025年1月～2025年12月累計販売金額
※ 2 花王調べ、30℃の屋外で使用した場合（日なた・日陰の休憩含む）

Personal Cooling Solutions  
for a Warming Climate
暑熱リスクへの対応を通じて、生活者の快適性と就労現場の安全に貢献
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気候変動により高温多湿化や猛暑の長期化が進み、生活者の日常生活や屋外就労現場における暑熱リスクが高まっています。花王は、気化熱を活用した冷却製品を日本の生活者向け・
法人向けの両面で展開し、暑熱課題への対応をビオレブランドの成長につなげています。2025年は、冷タオルの累計出荷数、法人導入実績、売上高を拡大し、社会価値の創出と事業成
長の両立を進めました。

Personal Cooling Solutions for a Warming Climate
暑熱リスクへの対応を通じて、生活者の快適性と就労現場の安全に貢献

 環境・
社会価値 経済価値

気候変動による猛暑長期化に対し、気化熱で肌温度を下げる冷却製
品を提供し、日常生活における暑熱ケアと快適性向上に貢献

2025年の職場における熱中症対策強化を受け、屋外就労者の命と
健康を守る法人向け暑熱ケアを展開

暑熱現場の定番品である空調服との併用により、のせる前の肌温度

から--6℃が約30分間持続することを確認※2。屋外を含む職場の
暑熱ケアに貢献

「ビオレの冷サポート」として法人向け暑熱ケアへ参入。2026年3月

時点で200社が導入、熱中症対策の義務化を背景にB2Bの新規
市場を開拓

主力の冷タオルは2020年の発売以来、累計出荷数1,500万個
を突破

2025年は過去最高の売上17億円※1を達成。猛暑長期化による販
売機会の増大が年間売上を押し上げ

1,500
万個

ビオレ冷タオル累計
出荷数

（2020年1月～2025年12月）

※ 1 インテージSRI＋　「制汗防臭剤+冷却グッズ」市場 2025年1月～2025年12月累計販売金額
※ 2 花王調べ、30℃の屋外で使用した場合（日なた・日陰の休憩含む）　

ビオレの冷サポート
https://www.kao.co.jp/bioresheets/hiyashi/support/

0
2023 2024 2025

出荷数（万個）
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Sustainable Innovation in 
Everyday UV Protection
サイエンスに基づく継続的な改良が、日常のQOL向上と環境負荷低減を両立

1億本※1

突破
累計出荷数

--63%※2

CO2排出量削減

※1 花王調べ チューブタイプ（数量限定の香り・クールタイプ・大容量を含む）を合算。海外向けの輸出品、および現地生産品も含む（2011年1月～2023年10月）
※2 フレッシュパウチつけかえ容器の内容量あたり、ラミネートチューブ70g比
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 環境・
社会価値 経済価値

高い紫外線防御性能と快適な使用感を両立できる花王独自の処
方技術により、グローバルに商品を展開

使用頻度の増加と継続的な支持により、累計出荷1億本※1突破、

国内市場シェア6.7%※3への拡大に寄与

Sustainable Innovation in Everyday UV Protection
サイエンスに基づく継続的な改良が、日常のQOL向上と環境負荷低減を両立

紫外線対策需要が高まる中、日常的に使いやすく、環境にも配慮した製品が求められています。花王は、「ビオレUV アクアリッチ 水感エッセンス」において、快適な使用感と環境配慮
型容器の採用を両立し、こうしたニーズに応えてきました。発売以来の累計出荷は1億本※1を突破し、生活者のQOL向上、環境負荷低減、事業成長を推進しました。

※2

1億本※1

突破
累計出荷数

つけかえ容器（フレッシュパウチ）は、誰でも出しやすく、最後ま
で液残りなく清潔に使える容器設計。さらに内容量あたりのCO2

排出量を約63%削減※4し、環境負荷低減と使いやすさも両立

ミクロレベルのスキマまで塗りムラを防ぐ処方により、高いUV防
御力と快適性を両立。毎日の紫外線対策の実行性を高め、日常
生活のQOL向上に寄与

（イメージ図）

※1 �花王調べ チューブタイプ（数量限定の香り・クールタイプ・大容量を含む）を合算。海外向けの輸出品、
および現地生産品も含む（2011年1月～2023年10月）

※2 アスコルビルグルコシド
※3 インテージSRI+ 日焼け止め市場 2025年1月～2025年12月累計販売金額シェア ※4  フレッシュパウチつけかえ容器の内容量あたり、ラミネートチューブ70g比

ビオレUV アクアリッチ 水感エッセンス
https://www.kao.co.jp/bioreuv/microuv/
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Small Footprint. Big Impact. 
花王独自の界面活性剤Bio IOS®が製品の高機能化と低環境負荷を両立​

2.6倍
容量単価※１

--37%
CO2排出量削減率※2

※1 Bio IOS® 搭載の「アタックZERO」と基幹品との比較（2025年時点）
※2 「アタックZERO」におけるBio IOS®配合前後の製品処方比較
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Small Footprint. Big Impact. 
花王独自の界面活性剤Bio IOS®が製品の高機能化と低環境負荷を両立​

世界的な洗浄剤需要の拡大が見込まれる中、原料選択肢の拡充と環境負荷低減の両立が重要な課題となっています。花王は、従来活用が難しかった油脂を原料に、独自の界面活性剤
「Bio IOS®」を開発し、高い洗浄力と水溶性を両立する独自構造を実現しました。衣料用洗剤や全身洗浄料などへとブランド横断的に展開を拡大し、環境適合性と経済的価値の向上を
進めています。

 環境・
社会価値

 経済価値

Bio IOS®搭載の「アタックZERO」は容量単価2.6倍、2025年新

発売「ビオレ ザ ボディ ととのい肌」は2.2倍

「アタックZERO」は売上高寄与率25%、「ビオレ ザ ボディ ととの

い肌」は4%を記録

「アタックZERO」ではCO2排出量37%減、「ビオレ ザ ボディ とと

のい肌」では29%減

従来活用が限られていた油脂原料を高性能界面活性剤として活用

アタックZERO
（衣料用洗剤）

ビオレ ザ ボディ 
ととのい肌

（全身洗浄料）

新・高付加価値

高速洗浄力 部位選択洗浄

CO2排出量削減率※１

--37% --29%

容量単価※2

2.6倍 2.2倍

売上高寄与率※３

25% 4%

※1	Bio IOS®配合前後の製品処方比較
※２	各カテゴリー基幹品との比較（2025年時点）
※３	�2025年のブランド内同カテゴリーの売上に占める割合（ただし、ビオレ ザ ボディ ととのい肌は2025年4月新発

売後9か月間）

・�統合レポート2026 P32 
https://www.kao.com/content/dam/sites/kao/www-kao-com/jp/ja/corporate/investor-relations/pdf/kao-reports-
fy2026-jp.pdf

・�サステナブル界面活性剤 Bio IOS® 
https://www.kao.com/jp/innovation/research-development/bioios/
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事例：界面活性剤Bio IOS®とその実用化による価値創出の広がり

コンパクト化による
輸送エネルギーの

削減

100％再生プラスチック使用※4「すすぎ1回」による節水

ブランドへの高い信頼・共感※2 パーム油の持続可能な活用世界初※3の高性能界面活性剤

思いやりのある選択を社会のために

よりすこやかな地球のために

01	 最高峰の消臭

02	 衣類も洗たく槽もにおわない

03	 洗たく槽のメンテフリー※1

� を実現
誰でも使いやすいボトル
ワンハンドプッシュ

アタックZERO液体史上

快適な暮らしを自分らしく送るために

※1 除菌・防カビ効果によるもの。すべての菌・カビに効果があるわけではありません
※2 花王調べ、N=800、2025年調査（日本・洗濯用洗剤内）、カテゴリ平均＋10pt以上

※3 独自の分子構造の界面活性剤を初めて家庭用製品に搭載
※4 本体容器に100％再生プラスチック（PET）を採用

ESG戦略「Kirei Lifestyle Plan」の各目標に沿った取り組みの進捗はこちら：

P52   Our ESG Vision and Strategy > 指標と目標
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快適な暮らしを自分らしく送るために 思いやりのある選択を社会のために よりすこやかな地球のために 主な創出価値

ESGハイライト事例  
＼ ESG戦略のテーマ

化粧品SCM 
構造改革

詳しく読むP13

◎ ○ ◎
● �廃棄物削減
● �資本効率改善
● ��売上成長

防錆洗浄剤
(ステイブライト)

詳しく読むP15

◎ ◎ ◎ ◎ ○
● ��CO2削減
● �水使用量削減
● �廃棄物削減
● ��売上成長

ボディシート
（ビオレ冷タオル）

詳しく読むP17

◎ △ ○ ○ ○ ○ ◎
● �QOL向上
● �労働安全
● �気候変動 適応
● �売上成長

日やけ止め
(ビオレUV アクア
リッチ)

詳しく読むP19

◎ △ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
● �QOL向上
● �廃棄物削減
● �売上成長

Bio IOS®を
搭載した製品

詳しく読むP21

◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
● �QOL向上
● ��CO2削減
● �水使用量削減
● �売上成長

ESG戦略が束ねる価値創出​

ESG戦略に基づく取り組みは、事業・技術・サプライチェーン・ブランドを結びつける​戦略基盤として機能し、
経済価値と環境・社会価値の両立を支えている。​

QOLの向上 清潔で美しく 
すこやかな 

習慣

ユニバーサル 
プロダクト 
デザイン

より安全で 
より健康な 

製品

サステナブルな
ライフスタイル

の推進

パーパス 
ドリブンな 
ブランド

暮らしを 
変える 

イノベーション

責任ある 
原材料調達

脱炭素 ごみゼロ 水保全 大気および 
水質汚染防止

◎ 価値創出の中核　　○ 明確に関係　　△ 間接的に支える
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